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審  議  の  内  容  （審議経過、結論等） 

 

１ 開会（司会：葛西主任） 

 

２ 挨拶（金子教育長） 

 

３ 委員の委嘱、任命及び紹介（葛西主任） 

新座市子どもの放課後居場所づくり事業運営委員会設置要綱第３条におい

て、教育長が委嘱、又は任命するとなっている。また、同要綱第４条の規定に

より、令和６年４月以降に委嘱又は任命を受けた委員の皆様は、令和８年３月 

３１日で任期満了となっているため、新たに委嘱又は任命をさせていただく。

任期は令和１０年３月３１日までである。 

 

（委員、事務局職員の自己紹介） 

 

４ 議事 

 

 ⑴ 役員の選出について（説明：葛西主任） 

   設置要綱第５条において、運営委員会に委員長及び副委員長各１名を置

き、委員の互選によりこれを定めるとなっている。委員長、副委員長につい

て決定いただきたい。 

→ 意見が出されなかったため、事務局案を提示し、承認された。 

  委員長 教育委員会教育長 金子廣志 

  副委員長 教育総務部長 齋藤寿美子 

 

運営委員会設置要綱第６条の規定により、これ以降の議事進行を金子委員

長にお願いした。 

 

 ⑵ 令和７年度事業報告について（説明：佐藤主任、分須主任）（資料４～ 

２８頁） 

〇 令和７年度新座市子どもの放課後居場所づくり事業（ココフレンド）事

業報告（説明：佐藤主任）（資料４頁） 

 資料のとおり報告した。 

◯ 令和７年度新座っ子ぱわーあっぷくらぶ事業報告（説明：分須主任） 

   （資料５～２８頁） 

資料のとおり報告した。 

  → 承認 

  

⑶ 令和８年度事業計画について 

◯ 令和８年度子どもの放課後居場所づくり（ココフレンド）事業計画 

（説明：佐藤主任）（資料２９頁・申込案内） 

資料について説明した。 

   ・ 校舎長寿命化工事２年目となる第四小学校と池田小学校に加え、今年

度は東北小学校においても校舎長寿命化工事が行われる。当該校につい

ては集中工事が行われる夏休みはココフレンドを休室する。また、工事

の進捗状況によっては休室日の増加も想定される。 



   ・ 昨年度からコーディネーターを対象とした研修会を実施している。今

年度は座談会形式の研修会を実施し、コーディネーター同士の意見交換

や情報交換を行う予定である。 

  ◯ 令和８年度新座っ子ぱわーあっぷくらぶ事業計画（説明：分須主任） 

   （資料３０頁・申込案内） 

    資料について説明した。 

   ・ 今年度は３２クラブを開設予定する予定である。そのうち石神小学

校・ダンス、栗原小学校・みむみむっこリコーダー、新座小学校・ＳＣ

ドローンくらぶ、新座市総合運動公園陸上競技場・新座陸協小学生陸上

競技教室、十文字学園女子大学・ふしぎな食品科学、立教大学新座キャ

ンパス・スポーツウエルネスこどもアカデミーの６クラブが新たに開設

するクラブである。 

   ・ ５月１３日（水）から５月２４日（日）まで 1 次募集の申込受付をす

る。締切後に抽選等による人数調整を行い、２次募集を行う予定である。 

   ・ ９月から活動を開始し、１２月中旬には希望したクラブで合同作品展

を開催する。１月に参加児童対象にアンケートを実施し、３月上旬には

全てのクラブの活動が終了する。 

  → 承認 

 

 ⑷ 運営状況について（説明：佐藤主事）（資料３１～４１頁） 

   資料について事務局から説明した。また、令和８年４月以降の運営状況に

ついて、大和田ココフレンドコーディネーターから説明した。 

  〈大和田ココフレンドコーディネーターから〉 

   ・ 今年度、大和田小学校では体育館改修工事が行われるため、これまで

ココフレンドルームとして二部屋をお借りしていたが、普通教室一部屋

に移動となった。毎日４０名以上の参加があり、大変窮屈な状況である。

特に懇談会などの日には参加人数が７０名前後になるので、特別教室を

お借りして活動している。 

   ・ 自由時間は、体育館が使用できないのでココフレンドルームと校庭の

みを使用しているが、異学年で楽しく遊ぶ様子が見られる。 

  委員長 資料の月別参加人数表によると、参加人数が１００名を超えるココ

フレンドがある。どのように対応しているのか。 

  事務局 懇談会の日は参加が大変多くなる。懇談会の日は参加人数が多いこ

とが予想されるので、あらかじめ学校にお願いして特別教室などをお

借りしている。また、４月１５日（金）から新１年生の参加が開始さ

れたので、４月中旬以降は参加人数が増えている。 

  → 承認 

 

 ⑸ その他 

  委 員 夏休みに、立教大学の学生にお手伝いいただき、地域のこどもたち

が集まって宿題をし、町内会が昼食を提供するというイベントを行っ

ている。今年で３年目である。上級生が下級生に優しく声を掛けるな

ど学校とは違うこどもたちの様子が見られる。地域でできることをこ

れからも続けていきたい。 

  委員長 教育委員会の事業だけではなく、地域の方々にこどもたちの環境づ

くりに貢献していただいている。こうした活動がさらに広がっていく



とよい。 

  委 員 大和田放課後児童保育室（以下「学童」という。）からココフレン

ドに参加する児童もおり、校庭では協力してこどもたちの見守りを行

っている。体育館改修工事に伴い、学童の部屋も移動になり、ココフ

レンドルームと離れてしまったため、ココフレンドとの情報交換がし

づらくなってしまったが、今後も連携していきたい。 

      ココフレンドには合同の避難訓練を計画していただいているが、学

童の災害時マニュアルはココフレンドが開室される前のものなので、

共通のマニュアルがあるとよい。 

  委員長 マニュアルも避難訓練も様々な場面を想定したものに見直すべき

である、という専門家の意見がある。 

  委 員 東北小の学童には現在２０２名の児童が登録しており、ココフレン

ドと連携を取りながら楽しく過ごしている。間もなく校舎長寿命化工

事が始まるので、学校、ココフレンド、学童の三者で打合せを行い、

今後の日程について確認した。夏休み中は校庭がほとんど使えなくな

ってしまうので、夏休みの過ごし方が課題である。 

  委員長 市内の小学校のほとんどが昭和４０年代に建てられており、今後長

期にわたり長寿命化工事が行われることになる。ご不便をおかけす

る。 

 

  事務局 第２回運営委員会は令和９年１月、または２月に開催を予定してい

る。 

 

５ 閉会（葛西主任） 

 

 

 


